
岩倉市公共施設再配置計画について 
資料 1 

第 1 章 再配置計画の概要と策定スケジュール 

 

１. 計画の位置付け 

岩倉市公共施設等総合管理計画では、市が保有する全ての公共施設等（公共建築物、インフラ資産）

を対象に、管理に関する今後の基本的な方針や公共建築物全体の縮減目標を示しました。 

公共施設再配置計画は、学校や集会施設などの各公共建築物を対象に、総合管理計画で設定した延床

面積の縮減目標の達成に向けて、総合管理計画で定めた「公共建築物の管理に関する基本方針」を踏ま

え、施設ごとの再編の方向性を定める実施計画となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 計画期間 

再配置計画の計画期間は、公共施設等総合管理計画で示される、公共施設の延床面積の縮減目標を達

成するため、総合管理計画を踏まえ、平成 67 年度までとします。 

また、再配置計画は、10 年間の期ごとに 4 区分に区切って検討する施設を位置付けるものとし、総合

管理計画との連動や社会情勢等の変化に柔軟に対応するため、5 年ごとに見直しを行うものとします。 

 

計画区分 第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 

年度 H29～H37 年度 H38～H47 年度 H48～H57 年度 H58～H67 年度 

公共施設等総合管理計画 
 

   

公共施設再配置計画 

    

 
公共建築物の管理に関する基本方針 

  予防保全による長寿命化の推進 1 

 
  施設総量・施設配置の最適化 

 

2 

 

 
  施設管理・運営の適正化 

 

3 

 

 

延床面積の縮減目標 

平成 68 年度までに約 13%縮減 

（約 1.3 万㎡） 

公共施設等総合管理計画 

公共施設再配置計画 

個別施設の実施計画 

・・・ 
小学校

Ｂ 

小学校

Ａ 

集会 

施設 

Ａ 

集会 

施設 

Ｂ 

保育園

Ａ 

維持、更新、廃止、統合、複合化、規模縮小など 

第 1 期計画期間 

（H32 見直し） 

第 2 期計画期間 

（H42 見直し） 

第 3 計画期間 

（H52 見直し） 

第 4 期計画期間 

（H62 見直し） 

3～5 年ごとに見直し 

＜再配置計画の計画期間＞ 



３. 計画の対象施設 

本計画の対象施設は、以下の理由から、公共施設白書や公共施設等総合管理計画で対象とした 76施設

のうち、スポーツ施設 2施設（石仏スポーツ広場、野寄テニスコート）、公園・広場等 3施設（岩倉市自

然生態園、中央公園、尾北自然歩道八剱憩いの広場）、排水機場 4施設（大市場、大山寺排水機場、野寄、

北島）、水源 3施設（第 1、第 2、第 3）及び配水場 2 施設（岩倉市、岩倉団地）を除く、以下の 61 施設

とします。 

※スポーツ施設及び公園・広場等については、施設全体に占める公共施設（建築物）の割合が小さく、

公共施設（建築物）単独の評価が施設全体の再編の方向性に与える影響は小さい。 

※排水機場、水源及び配水場については、各専門分野において、河川または上水道全体の事業計画と

合わせて、一体的に今後のあり方を検討していく必要がある。 

※庁舎等の公用駐車場は、岩倉市役所の機能の一部であるため、岩倉市役所に含めて 1 施設として検

討する。 

＜再配置計画の対象施設一覧＞ 

施設用途 施設数 施設の名称 

集会施設 14 

●大市場町公会堂    ●曽野町公会堂  ●東新町公会堂 
●北島町多目的センター ●野寄町公会堂  ●川井町文化会
館 

●八剱会館 ●東町会館 ●大上市場会館  ●神野会館  
●泉会館  ●中野会館 ●石仏会館    ●井上会館 

文化施設 1 ●岩倉市民プラザ 
図書館 1 ●岩倉市図書館 
その他社会教育系施設 2 ●青少年宿泊研修施設希望の家  ●生涯学習センター 
スポーツ施設 2 ●総合体育文化センター ●市立体育館 

学校 7 
●岩倉北小学校  ●岩倉南小学校  ●岩倉東小学校 
●五条川小学校  ●曽野小学校 
●岩倉中学校   ●南部中学校 

その他 
教育系施設 

1 ●学校給食センター 

保育園 7 
●中部保育園   ●北部保育園   ●南部保育園 
●東部保育園   ●西部保育園   ●仙奈保育園 
●下寺保育園 

児童館 5 
●第二児童館   ●第三児童館   ●第四児童館 
●第六児童館   ●第七児童館 

地域交流センター 3 
●地域交流センター（ポプラの家） 
●地域交流センター（みどりの家） 
●地域交流センター（くすのきの家） 

子ども発達支援施設 1 ●子ども発達支援施設あゆみの家 

高齢福祉施設 3 
●南部老人憩の家  ●ふれあいセンター 
●多世代交流センターさくらの家 

保健施設 1 ●岩倉市保健センター 
医療施設 1 ●岩倉市休日急病診療所 
庁舎等 １ ●岩倉市役所（公用車駐車場を含む） 

消防施設 6 
●消防署   ●防災コミュニティセンター 
●第 1分団車庫   ●第 2分団車庫 
●第 3分団車庫   ●第 4分団車庫    

その他行政系施設 1 ●清掃事務所 
公営住宅 1 ●市営大山寺住宅 

その他 3 
●岩倉市放置自転車保管所   ●自転車駐車場 
●駅西公衆便所 



＜岩倉市の公共施設一覧表（1/2）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※灰色の網掛けは、再配置計画の対象施設ではないことを示す。 



＜岩倉市の公共施設一覧表（2/2）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数棟ある施設の建築年度と構造は、その施設の中で一番面積の大きい棟の情報を表示（学校は、最も築

年数の古い校舎の情報を表示） 

※灰色の網掛けは、再配置計画の対象施設ではないことを示す。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公共施設の小学校区別の配置状況＞ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公共施設の配置状況図＞ 

 



 

 

４. 再配置計画の策定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 

【検討委員会・部会】 

(１)目指すべき姿・基本方針の設定 

・計画の概要とスケジュール 

・公共施設の目指すべき姿と

計画の基本方針（案） 

・公共施設の一次評価 

・アンケート調査及び分析 

・総合管理計画の縮減目標値やヒアリ

ング結果との調整 

【岩倉市再配置計画策定】 

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施 

平成２８年度 

(２)公共施設の一次評価 

 
・施設情報の精査 

・評価指標、基準の検討 

・各公共施設の概ねの再編の方向性 

(３)公共施設の二次評価 

 
・評価指標、基準の検討 

・施設ごとの公共施設の分析・評価 

・各再編手法の考え方の整理 

 

（４）施設ごとの再配置方針の素案

策定 

平成２９年度 

第 2 回 

・公共施設の二次評価 

・公共施設の目指すべき姿

と計画の基本方針 

・公共施設の目指すべき姿

と計画の基本方針 

 ・事業実施時期の優先度の検討 

・事業実施時期の設定 

（５）ロードマップの素案作成 

(６)シンボル事業の対象施設の抽出 

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施 

（５）再配置計画書の作成 

第 3 回 

・施設ごとの再配置方針（案） 

・ロードマップ（案） 

・シンボル事業の対象施設 

第 4、5 回 

・施設ごとの再配置方針 

・ロードマップ 

・シンボル事業の基本方針 

・シンボル事業の検討結果 

パブリックコメント 

(３)各シンボル事業の基本方針の検

討 

（４）再配置計画書の素案作成 
第 6 回 

・再配置計画の素案について 

（１）施設ごとの再配置方針の策定 

（２）ロードマップの作成 



 

 

５. 再配置計画における検討項目の概要 

 

(１) 公共施設の一次評価 

公共施設の一次評価は、経過年数、耐震性能及びバリアフリー状況等のハード評価（品質）と、

利用状況とコスト状況を合せたソフト評価（供給・財務）に着目をして、4 つの領域に区分する

ポートフォリオ分析を行い、計画期間である今後 40 年間の中で、継続使用、改善及び廃止等とい

った各公共施設の概ねの再編の方向性を検討するものです。 

ポートフォリオ分析は、2 つの異なる評価項目を縦軸と横軸にとり、それぞれの偏差値 50 点を

中心としたグラフを作成し、予め 4 段階等に領域を設定した上で、各施設の偏差値をプロットす

ることで、施設間の相対評価や各施設の今後の概ねの対応策・方向性を示すことができます。 

＜各評価項目の分析の観点＞ 

評価項目 分析の観点 

ハード 品質（劣化状況等） 使用しやすい機能が維持されているか。 

ソフト 
供給（利用状況） 効率的なサービスを提供できているか。 

財務（コスト状況） 施設が適切な経費で運営されているか。 

 

＜本計画でのポートフォリオの内容＞ 

 

 

 

 

 

 

＜公共施設再編の取組み例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判定 評価の概要 再編の方向性 

Ａ ハード・ソフトともに優れている 継続使用 

Ｂ ハードは劣るがソフトが優れている ハード面の改善 

Ｃ ハードは優れているがソフトが劣る ソフト面の見直し 

Ｄ ハード・ソフトともに劣る 廃止 30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

30.040.050.060.070.0

施
設
の
利
用
状
況

施設のコスト

ポートフォリオ

系列3

系列2

平均利用者数/日偏差値

A B 

C D 

ハード（品質） 

ソ
フ
ト
（
供
給
・
財
務
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(２) 公共施設の二次評価 

二次評価では、GIS 等を活用して、類似施設の近接性や施設の人口カバー率といった地域性の

評価を行うとともに、まちづくり政策等の総合的な観点から、一次評価で抽出した対象施設の具

体的な再編方法の絞り込みを行うものです。 

＜GIS を活用した二次評価のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜二次評価における評価項目の例＞ 

評価項目 分析内容 

各室稼働率 各部屋の利用状況を評価する。 

類似施設の近接性 
施設類型ごとに誘致距離を設定し、圏域の重なりにより評価する。 

（公共施設及び民間施設） 

距離圏人口 
施設類型ごとに誘致距離を設定し、圏域内の人口及び対象人口を

算出し評価する。（人口及び施設利用対象年齢人口） 

アクセス条件 駐車場の有無、公共交通機関駅からの距離などから評価する。 

避難所収容力 避難所指定の有無、収容人数を評価する。 

市民意見 
市民アンケートにおける施設のあり方に対する回答数を点数化し

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誘致距離 
：500ｍ 

◆近接性の分析イメージ 

八剱会館 重複領域 

神野会館 

石仏会館 

◆人口分布と誘致距離 ◆地域区分 

五条川 

岩倉北 
岩倉東 

岩倉南 

曽野 



 

 

(３) 施設ごとの再配置方針の策定 

施設用途ごとに、施設を取り巻く現状や課題を挙げるとともに、一次評価や二次評価の結

果を踏まえ、施設ごとの再配置方針と再配置に向けた検討事項等を整理するものです。 

＜施設ごとの再配置方針のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校 

施設の保有状況、利用状況

等の現状と将来の見通しな

ど 

老朽化、耐震化の現状、 

周辺施設の建物状況など 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設ごとの再配置方針と

概ねの実施時期 

実際に再編を行う際に、検

討・留意すべき具体的な事項 

 



 

 

(４) ロードマップの策定 

ロードマップは、計画期間である平成 67 年度までにおいて、各施設の整備計画（再編内

容、実施時期、更新費等）を時系列的に整理するものです。 

 

＜ロードマップのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H67 H68

26.1億円

岩倉東小学校 ● ×

市立体育館 〇億円

統合 ｃ ｃ

北部保育園 ● ×

譲渡

×

×

譲渡

東町会館

泉会館

中野会館

大上市場会館

統合検討

跡地検討
岩倉北小学校

民営化検討

中部保育園

統合検討

跡地検討

更新・統合

更新

施設名
第1期 第4期　

更新費

近接した類似施

設と統合する。

一括発注による更新費を

削減を図り、岩倉北小と

同時更新

近接した類似施

設と統合する。

経営移管先による施設更

新を行えるよう、更新時

期の前に民営化を検討

地域住民が利用主体の施

設であるため、地域へ譲渡

地域住民が利用主体の施

設であるため、地域へ譲渡

利用状況が低いため、地

域との協議の上、廃止

（希望があれば譲渡）

 凡例 ●:機能移転 ×:解体  ●岩倉北小学校区 

・
・
・ 



 

 

岩倉東小学校は、児童数がピーク時の約 1 割と児童数の減少が著しく、学級数に

おいても 1 学年 1 学級と、学校教育法施行規則が定める 12～18 学級という標準学

級数より少ない状況となっている。また、岩倉東小学校及び隣接する岩倉北小学校

は、建築後約 50 年となっており、更新の時期となるため、岩倉東小学校と岩倉北

小学校の統合及び更新をシンボル事業として取り組むこととする。 
 

削減面積 
全保有量に対する

削減面積割合 

更新費 

削減額 

ライフサイクルコスト

縮減率 

6,004 ㎡ 5.9％ 24.2 億円 約〇％ 

 

岩倉北小学校・岩倉東小学校の統合 

北部保育園は建築後 50 年を越える木造施設であり、老朽化が著しく、再配置の取

り組みの優先順位が最も高い施設の一つである。また、保育園の中で最も園児数が

少なくなっており、隣接学区に位置する中部保育園との統合が可能と考えられる。 

なお、保育園においては、子どもをめぐる地域や家庭の状況が変化する中で、民

間活力を導入し保育需要の変化に対応するため、民営化を促進するものとしている

ため、北部保育園と中部保育園の統合及び民営化をシンボル事業として取り組むこ

ととする。 
 

削減面積 
全保有量に対する

削減面積割合 

更新費 

削減額 

ライフサイクルコスト

縮減率 

1,776 ㎡ 1.8％ 8.1 億円 約〇％ 

 

北部保育園・中部保育園の統合及び民営化 

岩倉南小学校区は、居住人口に対し集会施設を多く保有しており、各集会場の稼

働率は低くなっている。また、集会施設は地域住民が利用主体の施設であるため、

地域への譲渡を行うものとしているため、地域住民と協議の上、需要の見込めない

施設は廃止し、維持が必要な施設は地域へ譲渡するものとする。 
 

削減面積 
全保有量に対する

削減面積割合 

更新費 

削減額 

ライフサイクルコスト

縮減率 

988 ㎡ 1.0％ 0.6 億円 約〇％ 

 

岩倉南小学校区集会施設の譲渡・廃止 

(５) シンボル事業の検討 

シンボル事業は、今後の再配置計画の推進に向けて、本計画の象徴となる事業を抽出した上で、

延床面積の削減量やライフサイクルコストの縮減率等を実際に検討し、事業の効果や課題を検証

するためのものです。 

＜シンボル事業の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 

1 

事業 

2 

事業 

3 



 

 

６．公共施設長寿命化計画 

 

(１) 計画の位置付け 

公共施設等総合管理計画は、平成 25 年 11 月 29 日に国のインフラ老朽化対策の推進に関す

る関係省庁連絡会議で決定された「インフラ長寿命化基本計画」において、市町村版の「イ

ンフラ長寿命化計画(行動計画)」に該当するもので、平成 26 年 4 月 22 日に総務省が策定し

た「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針」に基づいて策定するものです。 

公共施設長寿命化計画は、公共施設再配置計画とともに最上位計画である公共施設等総合

管理計画の下位計画として位置付けられることになり、再配置計画と長寿命化計画はともに

連携を図っていきます。 

 

       ＜公共施設長寿命化計画の位置付け＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 管理類型及び長寿命化の方針 

長寿命化の検討に当たり、大規模改修を実施すべき時期(経過年数 30 年)を経過しているか、

大規模改修の実施の有無により、以下のとおり対象施設の管理類型を定めていきます。 

＜管理類型の考え方＞ 

施 設 管理類型 計画建替え年数 

経過年数 30 年未満 予防保全型管理※１ 
目標耐用年数 

(木造 50 年、木造以外 80 年) 

経過年数 30 年以上 

大規模改修実施済み 
予防保全型管理 

目標耐用年数 

(木造 50 年、木造以外 80 年) 

経過年数 30 年以上 

大規模改修未実施 
事後保全型管理※２ 

標準耐用年数 

(木造 40 年、木造以外 60 年) 

※1 劣化の有無や兆候を事前に把握し、修繕サイクルを設定することで計画的に行う保全方法 

※2 劣化や損傷、異常が確認された時点で行う保全方法 

 
岩倉市公共施設等総合管理計画 

公共建築物 

岩倉市公共施設長寿命化計画 

【5 年毎見直し】 

岩倉市公共施設再配置計画 

【5 年毎見直し】 

連
携 

インフラ系施設 



 

 

(３) 更新及び修繕・改修時期の検討 

①更新時期 

公共施設の更新時期は、「建築物の耐久計画に関する考え方( ㈳日本建築学会 昭和 63

年)」に基づき、目標耐用年数の代表値を事後保全、最大値を予防保全に設定します。 

         ＜公共施設の目標耐用年数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日常修繕の実施サイクルの設定 

日常修繕の実施サイクルは、平成 26 年度に実施した劣化調査の結果から設定し、評価結果

から部位ごとに日常修繕サイクルを考慮して実施時期を下記のとおりとします。 

  

＜日常修繕の実施時期＞ 

評価結果 
 

日常修繕サイクル 

A B C D 

15年 15年目 10年目 5年目 計画開始年 

10年 10年目 5年目 計画開始年 計画開始年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造 
目標耐用年数 

代表値 範囲 

鉄筋コンクリート造 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

鉄骨造（重量鉄骨） 

ブロック造 

60 年 50～80 年 

木造 40 年 30～50 年 

優 劣 

日常修繕 15 年 日常修繕 10 年 

事後保全 予防保全 



 

 

③大規模改修サイクルの設定 

大規模改修は、屋根、外装、内装及び屋外の 4 部位に分けて考えるものとし、建築後 30 年

ごとに実施するものとします。 

     ＜部位ごとの大規模改修サイクル＞ 

建物の部位 大規模改修サイクル 

屋 根 30 年 

外 装 30 年 

内 装 30 年 

機械設備 － 

電気設備 － 

屋 外 30 年 

 設置年度から設定 

 

④管理類型別の保全サイクル 

管理類型別の保全サイクルは、更新時期および修繕・改修時期を踏まえ、以下のように設

定されます。 

    ■事後保全型管理の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■予防保全型管理の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模改修 
（単価は部位毎に設定） 

30 60 90 

更新 

60 年間（木造は 40 年間） 

竣工 

 

120 年 

費用 
日常修繕 

（単価・サイクルは 

部位毎に設定） 

80 年間（木造は 50 年間） 

30 60 80 

更新 

80 年間（木造は 50 年間） 

竣工 

 

120 年 

費用 

80 年間（木造は 50 年間） 

110 

日常修繕 

（単価・サイクルは 

部位毎に設定） 

大規模改修 
（単価は部位毎に設定） 



 

 

(４) ライフサイクルコストの試算 

長寿命化対策の効果を把握するため、対策として大規模改修を実施した場合（予防保全型）

と実施しなかった場合（事後保全型）の費用を比較し、単年度当たりのライフサイクルコス

トの縮減効果を算定しました。 

① 全施設を事後保全型とした場合の試算結果 

構造種別毎の耐用年数を迎えたタイミングで建て替えることを想定し、現在保有している

建物の更新等費用を試算した結果、今後 40 年で約 398 億円、年平均では約 10.0 億円/年の費

用が必要となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 予防保全型を取り入れた場合の試算結果 

建築 30 年未満の建物の長寿命化を図るため大規模改修の実施を見込み「予防保全型」の管

理を行った場合、今後 40 年で約 334 億円、年平均では約 8.4 億円/年の費用が必要となりま

した。「事後保全型」に比べ、総額約 64 億円の費用縮減が図れ、財政負担が軽減される見込

みとなります。 
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（百万円）

（年）

大規模改修費 日常修繕費 更新費
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（百万円）

（年）

大規模改修費 日常修繕費 更新費

日常修繕費： 10,802 百万円 

更新費：     26,396 百万円 

費用合計：   39,837 百万円 
充当可能な財源

見込み額 

約 4.2 億円/年 

将来の費用総額 

約 10.0 億円/年 

 

大規模改修費： 2,409 百万円 

日常修繕費：  10,602 百万円 

更新費：      20,435 百万円 

費用合計：    33,446 百万円 

充当可能な 

財源見込み額 

約 4.2 億円/年 

将来の費用総額  

約 8.4 億円/年 

差額 

約 5.8 億円/年 

差額 

約 4.2 億円/年 



 

 

③ 更新・修繕時期の整理 

「②予防保全型を取り入れた場合の試算結果」の場合の、計画期間内の棟毎の更新時期を

整理しました。また、修繕のサイクルについても同様に整理しました。 

■11～20 年で更新する棟 
    

棟名 
設置 

年度 

実施 

年度 
更新費用 

延床 

面積 

岩倉北小学校北館中 1966 2026 508,200,000 1,400 

岩倉南小学校北館中東 1966 2026 381,480,000 1,051 

岩倉東小学校北館西 1966 2026 483,560,000 1,332 

岩倉北小学校北館東 1967 2027 264,220,000 728 

岩倉南小学校北館中西 1967 2027 331,760,000 914 

岩倉東小学校北館中 1967 2027 334,290,000 921 

岩倉東小学校南館中 1967 2027 79,860,000 220 

岩倉中学校北館西 1967 2027 429,770,000 1,184 

岩倉北小学校南館東 1968 2028 134,310,000 370 

岩倉南小学校屋内運動場 1968 2028 270,820,000 746 

岩倉中学校プール付属室 1968 2028 46,420,000 128 

東部保育園北・中棟 1968 2028 211,090,000 582 

第二児童館 1968 2028 67,760,000 187 

岩倉北小学校南館中 1969 2029 484,220,000 1,334 

東部保育園西棟 1969 2029 58,960,000 162 

西部保育園北棟 1969 2029 77,330,000 213 

西部保育園西棟 1969 2029 116,710,000 321 

岩倉南小学校北館西 1970 2030 271,480,000 748 

岩倉東小学校北館東 1970 2030 95,150,000 262 

岩倉東小学校南館中東 1970 2030 158,620,000 437 

岩倉中学校南館西 1970 2030 496,210,000 1,367 

 

 ◎施設の保全サイクルを「事後保全」から「予防保全」とすることで財政負

担の軽減が図れますが、年度によって必要経費に大幅な差があります。この

ため、今後は施設の老朽度、重要度等をもとにコストの平準化を図っていき

ます。 



 

 

第 2章 岩倉市の公共施設の目指すべき姿と再配置計画の基本方針（案） 

 

１. 岩倉市の公共施設の目指すべき姿 

 

厳しい財政状況であっても、将来にわたって持続可能な公共サービスを提供するため、岩倉市では以

下の 3つの姿の実現を目指し、再配置に取組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設を維持管理・運営していく上では大きな費用が必要となるため、今後は、

公共施設を経営資源ととらえ、既存の公共施設の集客力や利用率を向上させ、公共施設

としての機能を最大限に発揮させるとともに、余剰資産の活用などにより公共施設の経

費に充当可能な財源の確保を目指す。 

また、公共施設を長く活用するため、従来の事後保全的な管理から予防保全型管理

へと転換し、より少ないコスト（経費、労力）による公共施設の長寿命化を目指す。 

公共施設の目指すべき姿（将来像） 

  公共施設の最大限の有効活用 

 

将来像3 

 

 

人口減少や少子高齢化などの時代の流れに伴い、市民から求められる公共サービス

の内容も変化するため、今後は、市民ニーズに合わなくなった公共サービスを減らすと

ともに、市民ニーズに応じた公共サービスの提供を目指す。 

また、地域特性や利用者の視点に立った公共サービスの提供方法（場所）を検討す

るとともに、民間ノウハウを積極的に導入するなど、公共サービスの質の向上を目指す。 

  時代の変化に応じた公共サービスの提供 

 

将来像2 

 

 

公共施設等総合管理計画に示されるように、財政面での課題から、現在市が保有す

る公共施設を将来にわたり全て維持することは現実的ではないため、次世代に過度な負

担を残すことがないよう、長期的な視点に立って公共施設総量の削減により財政負担を

軽減しつつ、持続可能な公共サービスを継承することを目指す。 

また、施設（ハコモノ）ありきの公共サービスからの転換を図り、更新等に係る経費の削

減を図るとともに、施設の老朽化に起因する事故を防ぎ、公共施設の安全・安心の確保

を目指す。 

  次世代にわたる持続可能な公共サービスの継承 

 

将来像1 

 



 

 

２. 再配置計画の基本方針（案） 

 

岩倉市の公共施設の目指すべき姿を踏まえ、市の公共施設全体について、今後 40 年間の再配置の基本

方針を定めます。なお、本章の内容については、公共施設の評価結果や関連団体等へのヒアリングの状

況によって、適宜見直しを行っていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再配置の基本方針 

 機能が重複する既存施設の統合・廃止の推進 

 

方針1 

 ◆同一地域内に複数ある施設や機能が重複する施設は、機能統合による集約化を推

進し、原則として新規整備を行わない。 

◆稼動率が低く利用者が限定される施設は、廃止または地縁団体等への施設譲渡を

原則とする。 

 

 

 人口構造の変化に応じた既存施設の複合化（多機能化）の推進 

 

方針2 

 
◆今後見込まれる余剰空間は、新たな市民ニーズに対応するため、複合化や多機能

スペースとしての活用を原則とする。 

◆施設の建替え時には、将来の利用需要を十分に検討し、延床面積の縮減や施設再

編を推進する。 

 

 民間事業者との連携の強化 

 

方針3 

 
◆公共施設の維持管理・運営に係る経費を削減し、質の高い公共サービスを持続

的かつ効率的に提供するため、指定管理者制度、包括発注及びPPP/PFIなどの

民間事業者の資金・ノウハウを積極的に活用する。 

◆民間施設の利活用により、公共施設（ハコモノ）に依存しない公共サービスの

提供を推進する。 

◆公共施設を経営資源として捉え、公共施設や土地などの余剰空間を民間事業者

に委ね、賃借料収入等の財源確保を図る。 

 

 公共施設の長寿命化の推進 

 

方針4 

 
◆施設の建替え時には、予防保全型の管理を徹底し、目標耐用年数を概ね80年と

した施設の長寿命化を推進し、施設の安全・安心の確保、財政負担の軽減・平準

化を図る。 

◆既存の老朽化した公共施設については、確実な点検・診断により施設の健全性を

評価した上で、概ね60年まで使用することを目標とする。 



 

 

第 3章 公共施設再配置に向けた公共施設の一次評価 

 

１. 一次評価の対象施設の分類 

対象とする公共施設の用途は全部で 19 通りに分類され、用途に含まれる施設の数は 1 施設から 14 施

設と様々です。公共施設白書では、これら施設用途ごとに分類し、それぞれの用途で施設評価をおこな

っていますが、本計画では、公共施設の類似機能に着目して、分野横断的に施設のあり方を検討するこ

とが望ましいことから、ポートフォリオ分析に先立ち、対象とする 61 施設を以下のフローに基づき分類

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜対象施設の分類＞ 

 

 

本計画の対象施設 

（61 施設） 

 市民利用型施設（34 施設） 

・集会施設（14 施設） 

・岩倉市民プラザ 

・岩倉市図書館 

・青少年宿泊研修施設希望の家 

・生涯学習センター 

・総合体育文化センター 

・市立体育館 

・児童館（5 施設） 

・地域交流センター（3 施設） 

・ふれあいセンター 

・多世代交流センターさくらの家 

・防災コミュニティセンター 

・岩倉市放置自転車保管所 

・自転車駐車場 

・駅西公衆便所 

・岩倉市保健センター 

・岩倉市休日急病診療所 

・市役所 

・消防署 

・分団車庫（4 施設） 

・清掃事務所 

 利用者限定型施設（18 施設） 

・学校（7 施設） 

・学校給食センター 

・保育園（7 施設） 

・子ども発達支援施設あゆみの家 

・南部老人憩いの家 

・市営大山寺住宅 

義務的施設（9 施設） 

不特定多数が利用できる

主に貸室や市民利用を目的

とした施設 

特定の利用者のみが利用

できる一定水準の市民生活

を維持する上で必要な施設 

 

市民生活を維持する上で

市に最低限 1 箇所は必要で

あり、行政が担うべき施設 

主に利用状況の良否が重

要となる施設 

 

利用状況に加え、施設ごと

の個別評価が必要な施設 

 

相対比較ではなく、施設ご

との個別評価が必要な施設 



 

 

２. 一次評価の方法 

 

(１) 市民利用型施設 

① 一次評価の方法 

市民利用型施設の一次評価では、前述したとおり、経過年数、耐震性能及びバリアフリー状況等のハ

ード評価（品質）と、利用状況とコスト状況を合せたソフト評価（供給・財務）を 2 軸としたポートフォ

リオ分析を行います。 

ただし、利用状況の情報がなくソフト評価値が算出できない施設（野寄町公会堂、ふれあいセンター、

岩倉市放置自転車保管所及び駅西公衆便所）については、ハード評価値の大小に着目するものとし、偏差値

が 50 点を下回る施設を対象に、コスト状況や施設の性質等を総合的に判断して、二次評価で個別に検討

していくものとします。 

なお、ソフト評価においては、「岩倉市公共施設白書」では平成 23 年度～25 年度の平均値を使用して

いましたが、本計画では、平成 25年度～27年度の平均値を使用しました。 

 

② 各評価項目の内容と算出方法 

ハード（品質）とソフト（供給、財務）の各評価項目は、以下の分析項目と内容に応じて点数化を行

い、それぞれの偏差値を算出します。 

ハード評価の偏差値は、施設用途に関わらず全ての施設を対象とし、点数化した各分析項目の合計点

から偏差値を算出します。 

また、ソフト偏差値は、供給・財務それぞれの偏差値を評価点として算出するとともに、供給評価点

と財務評価点の配分を設定し、その合計をソフト偏差値としています。（参考資料を参照） 

＜各評価項目の分析項目と内容＞ 

評価項目 分析項目 分析内容 

ハ
ー
ド 

品
質 

経過年数 

木造の耐用年数を 40 年、それ以外を 60年とし、老朽化度（経過年

数÷耐用年数）を算出し、0～5点に点数化する。 

※構造の異なる複数棟からなる施設の場合、構造ごとの面積の割合

で按分した老朽化度を合計し、算出する。 

劣化状況 

平成 26 年度に実施された劣化調査による健全度判定に基づき、屋

根、外装、内装、機械設備、電気設備、屋外の 6つの部位の判定結果

からなる調査点を算出し、0～3点に点数化する。 

※劣化調査の詳細は参考資料を参照 

耐震性能 
平成 26 年度時点において、耐震基準を満たしている棟は 1 点、耐

震基準を満たしていない棟は 0点とし、0～1点で点数化する。 

バリアフリ

ー状況 

平成 26 年度時点でのエレベーター、障がい者用トイレ、車いす用

スロープ、自動ドア、手すり、誘導ブロックの 6項目における対応状

況において、対応状況を 0～1点で点数化する。 

ソ
フ
ト 

供
給 

利用状況 
施設利用状況に応じた単位（面積あたりの 1日平均利用者数など）を

もとに偏差値を算出する。 

財
務 

コスト状況 
施設用途に応じた単位（利用者 1人あたりのコストなど）をもとに偏

差値を算出する。 



 

 

③ 一次評価の判定方法 

一次評価結果ごとの再配置の方向性は、以下の通り設定します。 

 

 

Ａ評価の施設は、ハード評価及びソフト評価ともに優れているため、施設の維持保全を実施しながら、

「継続使用」することを前提とし、二次評価の対象からは除外する。 

 

 

Ｂ評価の施設は、ソフト評価は優れているがハード評価に劣るため、性能が劣る部分の改修や建替え

時に他施設との複合化を検討するなど、機能は維持しハード面を「改善」することを前提とし、二次評価

の対象とする。 

 

 

Ｃ評価の施設は、ハード評価は優れているがソフト評価に劣るため、Ｂ評価施設への用途変更や利用

向上を図る他施設との統合、複合化など、機能の廃止を含めてソフト面を「見直し」することを前提とし、

二次評価の対象とする。 

 

 

Ｄ評価の施設は、ハード評価及びソフト評価ともに劣るため、民営化や譲渡などの手法を用いて、公

共サービスとしての機能及び施設を「廃止」することを前提とし、二次評価の対象とする。 

 

＜本計画でのポートフォリオの内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判定 評価の概要 再編の方向性 

Ａ ハード・ソフトともに優れている 継続使用 

Ｂ ハードは劣るがソフトが優れている ハード面の改善 

Ｃ ハードは優れているがソフトが劣る ソフト面の見直し 

Ｄ ハード・ソフトともに劣る 廃止 

Ａ評価 

Ｂ評価 

Ｃ評価 

Ｄ評価 

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

30.040.050.060.070.0

施
設
の
利
用
状
況

施設のコスト

ポートフォリオ

系列3

系列2

平均利用者数/日偏差値

A B 

C D 

ハード（品質） 

ソ
フ
ト
（
供
給
・
財
務
） 



 

 

(２) 利用者限定型施設 

① 学校、保育園 

利用者限定型施設のうち学校と保育園については、園児、児童または生徒数に応じて必要面積が規定（巻

末資料を参照）されおり、それらの値を考慮すれば、分野横断的に同じ尺度で評価が可能と考えられる

ため、市民利用型施設と同様に、ポートフォリオ分析の対象とします。 

 

② その他の施設 

利用者数に応じた必要面積の規定が不明なその他の施設（学校給食センター、子ども発達支援施設あ

ゆみの家、南部老人憩いの家及び市営大山寺住宅）については、同じ尺度でのポートフォリオ分析が困

難なため、ハード評価の大小に着目するものとし、偏差値が 50 点を下回る施設を対象に、利用状況及びコス

ト状況等を総合的に判断して、二次評価で個別に検討していくものとします。 

 

(３) 義務的施設 

市役所や消防施設といった義務的施設については、市に最低限 1 箇所は必要であり、施設を廃止する

ことはできないが、民間活力の活用、他施設との複合化及び更新時の規模縮小など、様々な再編手法を

検討することは可能である。 

そのため、義務的施設は、利用状況やコスト状況といったソフト評価の想定比較ではなく、ハード評価

の大小に着目するものとし、偏差値が 50 点を下回る施設を対象に、まちづくり政策や施設の性質等を総合

的に判断して、二次評価で個別に検討していくものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３. 一次評価結果 

(１) 市民利用型施設 

市民利用型施設の一次評価の結果より、Ａ評価の 4 施設（岩倉市図書館、第三児童館、第四児童館、

多世代交流センターさくらの家）は継続使用とし、それ以外の施設については二次評価を行い、廃止、

統合及び複合化といった再編の方向性を検討していきます。 

なお、集会施設、その他社会教育系施設、スポーツ施設及び地域交流センターについては、用途内の

全ての施設が二次評価の対象となるため、用途内での優先度を評価しつつ、地域譲渡や複合化といった

施設再編の方向性を検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市民利用型施設のポートフォリオ分析結果（1/3）＞ 
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施設名 
延床

面積 
建築年度 

経過 

年数 

ハード（品質） ソフト（供給・財務） 

判定 
ハード評価点 

偏差値 

供給評価点 財務評価点 

偏差値 経過 

年数 

劣化

状況 

耐震

性能 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 

状況 
合計 

面積あたり

の 1日平均利

用者数（人） 

供給 

偏差値 

供給 

評価点 

（×0.7） 

利用者1人あ

たりのコス

ト（円） 

財務 

偏差値 

財務 

評価点 

（×0.3） 

【集会施設】 

大市場町公会堂 308 昭和 55 36 2.00 1.38 1.00 0.00 4.38 43.5 0.027 41.8 29.3 325.7 51.9 15.6 44.9 D 

曽野町公会堂 310 昭和 57 34 2.17 1.13 1.00 0.00 4.29 43.0 0.088 48.0 33.6 38.8 54.9 16.5 50.1 B 

東新町公会堂 447 昭和 61 31 2.42 1.63 1.00 0.00 5.04 47.5 0.040 43.1 30.2 44.0 54.8 16.4 46.6 D 

北島町多目的センター 196 平成 7 21 3.25 1.50 1.00 0.17 5.92 52.8 0.008 40.0 28.0 12.2 55.2 16.5 44.5 C 

川井町文化会館 90 平成 9 19 3.42 1.75 1.00 0.00 6.17 54.3 0.004 39.6 27.7 27.2 55.0 16.5 44.2 C 

八剱会館 330 昭和 58 33 2.25 1.38 1.00 0.00 4.63 45.0 0.064 45.5 31.9 117.5 54.1 16.2 48.1 D 

東町会館 329 昭和 59 32 2.33 1.63 1.00 0.00 4.96 47.0 0.073 46.5 32.6 51.5 54.7 16.4 49.0 D 

大上市場会館 329 昭和 60 31 2.42 1.25 1.00 0.00 4.67 45.2 0.087 47.9 33.5 0.0 55.3 16.6 50.1 B 

神野会館 138 昭和 60 31 2.42 1.00 1.00 0.00 4.42 43.7 0.035 42.7 29.9 0.8 55.3 16.6 46.5 D 

泉会館 140 昭和 60 31 2.42 1.50 1.00 0.00 4.92 46.7 0.028 41.9 29.3 151.0 53.7 16.1 45.4 D 

中野会館 140 昭和 60 31 2.42 1.63 1.00 0.00 5.04 47.5 0.009 40.0 28.0 44.3 54.8 16.4 44.4 D 

石仏会館 330 昭和 61 30 2.50 0.88 1.00 0.00 4.38 43.5 0.022 41.3 28.9 1.2 55.3 16.6 45.5 D 

井上会館 139 昭和 61 30 2.50 1.38 1.00 0.00 4.88 46.5 0.028 42.0 29.4 32.5 54.9 16.5 45.9 D 

【文化施設】 

岩倉市民プラザ 1,088 昭和 50 41 1.58 1.25 1.00 1.00 4.83 46.2 0.110 50.2 35.2 248.1 52.7 15.8 51.0 B 

【図書館】 

岩倉市図書館 2,521 昭和 57 33 2.25 1.38 1.00 1.00 5.63 51.0 0.176 56.9 39.8 563.1 49.5 14.8 54.7 A 

【その他社会教育系施設】 

青少年宿泊研修施設

希望の家 
978 昭和 61 30 2.50 1.13 1.00 0.60 5.23 48.6 0.070 46.2 32.4 319.5 52.0 15.6 48.0 D 

＜市民利用型施設のポートフォリオ分析結果（2/3）＞ 

 



 

 

施設名 
延床

面積 
建築年度 

経過 

年数 

ハード（品質） ソフト（供給・財務） 

判定 
ハード評価点 

偏差値 

供給評価点 財務評価点 

偏差値 経過 

年数 

劣化

状況 

耐震

性能 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 

状況 
合計 

面積あたり

の 1日平均利

用者数（人） 

供給 

偏差値 

供給 

評価点 

（×0.7） 

利用者1人あ

たりのコス

ト（円） 

財務 

偏差値 

財務 

評価点 

（×0.3） 

生涯学習センター 2,022 平成 21 7 4.42 2.25 1.00 1.00 8.67 69.3 0.163 55.6 38.9 4,982.1 4.2 1.3 40.2 C 

【スポーツ施設】 

総合体育文化センター 7,967 平成 1 27 2.75 0.75 1.00 0.75 5.25 48.8 0.133 52.6 36.8 199.2 53.2 16.0 52.8 B 

市立体育館 1,062 昭和 39 52 0.67 0.75 1.00 0.00 2.42 31.7 0.009 40.0 28.0 1,683.0 38.0 11.4 39.4 D 

【地域交流センター】 

ポプラの家 561 平成 8 20 3.33 1.38 1.00 0.60 6.31 55.1 0.123 51.6 25.8 712.1 48.0 14.4 40.2 C 

みどりの家 717 平成 7 21 3.25 1.38 1.00 1.00 6.63 57.0 0.229 62.3 31.1 113.6 54.1 16.2 47.4 C 

くすのきの家 908 平成 13 15 3.75 1.13 1.00 1.00 6.88 58.5 0.224 61.8 30.9 295.2 52.2 15.7 46.6 C 

【児童館】 

第二児童館 187 昭和 43 48 1.00 1.50 1.00 0.00 3.50 38.2 0.424 82.0 57.4 744.0 47.6 14.3 71.7 B 

第三児童館 674 平成 15 13 3.92 1.88 1.00 0.50 7.29 61.0 0.128 52.0 36.4 418.4 51.0 15.3 51.7 A 

第四児童館 380 平成 9 19 3.42 1.38 1.00 1.00 6.79 58.0 0.222 61.6 43.1 491.6 50.2 15.1 58.2 A 

第六児童館 210 昭和 48 43 1.42 1.63 1.00 0.00 4.04 41.5 0.214 60.8 42.5 852.9 46.5 14.0 56.5 B 

第七児童館 210 昭和 49 42 1.50 1.25 1.00 0.33 4.08 41.7 0.245 63.9 44.7 560.6 49.5 14.9 59.6 B 

【高齢福祉施設】 

多世代交流センター 

さくらの家 
1,061 平成 22 6 4.50 2.25 1.00 1.00 8.75 69.8 0.194 58.8 41.1 285.8 52.3 15.7 56.8 A 

【消防施設】 

防災コミュニティセンタ

ー 
447 平成 17 11 4.08 2.25 1.00 0.80 8.13 66.1 0.025 41.6 29.1 2,113.9 33.6 10.1 39.2 C 

【その他】 

自転車駐車場 617 平成 21 7 4.42 2.25 1.00 1.00 8.67 69.3 0.028 41.9 29.3 0.0 55.3 16.6 45.9 C 

＜市民利用型施設のポートフォリオ分析結果（3/3）＞ 

 



 

 

また、市民利用型施設のうち利用状況の情報がない 4 施設について、二次評価の対象施設は、ハード

評価に着目した一次評価の結果より、ハード評価の偏差値が 50点以下となる野寄町公会堂とします。 

なお、駅西公衆便所については、ハード評価の偏差値が 50 点以下であるが、平成 28 年度に既に発注

済みであり、平成 29 年 2月末に完成する予定であるため、二次評価の対象施設からは除外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 延床面積 建築年度 
経過 

年数 

ハード評価点 

偏差値 経過

年数 

劣化

状況 

耐震

性能 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 

状況 
合計 

【集会施設】 

野寄町公会堂 81 平成 8 20 3.33 1.00 1.00 0.00 5.33 49.3 

【高齢福祉施設】 

ふれあいセンター 1,593 平成 4 24 3.00 1.50 1.00 1.00 6.50 56.3 

【その他】 

駅西公衆便所 42 昭和 54 37 1.92 1.00 0.00 1.00 3.92 40.7 

岩倉市放置自転車保管所 82 平成 7 21 3.25 1.75 1.00 1.00 7.00 59.3 

＜利用状況の情報がない市民利用型施設の一次評価結果＞ 



 

 

(２) 利用者限定型施設 

① 学校、保育園 

利用者限定型施設のうち学校と保育園については、一次評価の結果、Ａ評価の施設がないため、全て

の施設を対象に二次評価を行い、用途内での優先度を評価しつつ、廃止、統合及び複合化といった再編

の方向性を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用者限定型施設（学校、保育園）のポートフォリオ分析結果（1/2）＞ 
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施設名 
延床

面積 

建築 

年度 

経過 

年数 

ハード（品質） ソフト（供給・財務） 

判定 
ハード評価点 

偏差値 

供給評価点 財務評価点 

偏差値 経過 

年数 

劣化

状況 

耐震

性能 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 

状況 
合計 

1 人あたりの

施設面積

（㎡）×係数 

供給 

偏差値 

供給 

評価点 

（×0.5） 

利用者1人あ

たりのコス

ト（円） 

財務 

偏差値 

財務 

評価点 

（×0.5） 

【学校】 

岩倉北小学校 5,686 昭和 42 49 0.93 1.51 0.97 0.00 3.41 37.7 1.56 61.1 30.6 28,148.1 59.9 29.9 60.5 B 

岩倉南小学校 6,742 昭和 40 51 1.22 1.36 0.99 0.33 3.91 40.7 2.52 50.6 25.3 57,948.9 59.3 29.7 55.0 B 

岩倉東小学校 6,004 昭和 40 51 1.44 1.28 0.96 0.33 4.01 41.3 5.30 20.3 10.1 82,177.9 58.9 29.5 39.6 D 

五条川小学校 4,568 昭和 50 41 1.67 1.55 0.98 0.33 4.53 44.4 2.07 55.5 27.7 39,551.5 59.7 29.8 57.6 B 

曽野小学校 6,209 昭和 56 35 2.10 1.40 0.98 0.00 4.47 44.1 1.98 56.5 28.3 31,543.8 59.8 29.9 58.2 B 

岩倉中学校 9,277 昭和 48 33 1.49 1.45 0.97 0.17 4.08 41.7 2.01 56.2 28.1 46,133.4 59.6 29.8 57.9 B 

南部中学校 8,418 昭和 51 40 1.83 1.37 0.97 0.33 4.50 44.2 2.94 46.0 23.0 69,812.5 59.1 29.6 52.6 B 

【保育園】 

中部保育園 1,037 昭和 45 46 1.17 1.50 1.00 0.00 3.67 39.2 2.55 50.3 25.2 920,662.3 43.8 21.9 47.0 D 

北部保育園 739 昭和 41 50 -0.54 1.67 1.00 0.00 2.12 29.9 3.26 42.5 21.3 962,724.3 43.0 21.5 42.8 D 

南部保育園 838 平成 9 19 3.42 1.50 1.00 0.40 6.32 55.2 2.41 51.8 25.9 1,204,092.7 38.6 19.3 45.2 C 

東部保育園 1,135 昭和 43 48 1.16 1.46 1.00 0.00 3.61 38.9 3.04 45.0 22.5 1,308,835.2 36.7 18.4 40.8 D 

西部保育園 534 昭和 44 47 1.08 1.56 1.00 0.00 3.65 39.1 2.43 51.5 25.8 963,060.6 43.0 21.5 47.3 D 

仙奈保育園 652 昭和 49 42 1.50 1.50 1.00 0.00 4.00 41.2 1.99 56.4 28.2 1,175,270.3 39.2 19.6 47.8 D 

下寺保育園 686 昭和 52 39 1.75 1.25 1.00 0.00 4.00 41.2 2.00 56.3 28.1 1,159,533.2 39.4 19.7 47.8 D 

＜利用者限定型施設（学校、保育園）のポートフォリオ分析結果（2/2）

＞ 



 

 

② その他の施設 

その他の施設の一次評価の結果より、二次評価の対象施設は、ハード評価の偏差値が 50点以下となる

計 3施設とします（下表の赤の網掛け）。 

 

 

(３) 義務的施設 

義務的施設の一次評価の結果より、二次評価の対象施設は、ハード評価の偏差値が 50 点以下となる計

2施設とします（下表の赤の網掛け）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 延床面積 建築年度 
経過 

年数 

ハード評価点 

偏差値 経過

年数 

劣化

状況 

耐震

性能 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 

状況 
合計 

学校給食センター 2,367 平成 28 0 5.00 3.00 1.00 1.00 10.00 77.3 

子ども発達支援施設 

あゆみの家 
127 昭和 49 42 1.50 1.88 1.00 0.20 4.58 44.7 

南部老人憩いの家 389 昭和 51 40 1.67 1.00 1.00 0.40 4.07 41.6 

市営大山寺住宅 2,519 昭和 46 45 1.34 1.21 1.00 0.25 3.80 40.0 

施設名 延床面積 建築年度 
経過 

年数 

ハード評価点 

偏差値 経過

年数 

劣化

状況 

耐震

性能 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 

状況 
合計 

【保健施設】 

岩倉市保健センター 1,274 昭和 61 30  2.50 1.25 1.00 1.00 5.75 51.8 

【医療施設】 

岩倉市休日急病診療所 248 昭和 49 42  1.50 1.38 1.00 0.83 4.71 45.5 

【庁舎等】 

市役所 10,360 平成 13 15  3.75 1.38 1.00 1.00 7.13 60.0 

【消防施設】 

消防署 1,963 平成 8 20 3.33 1.63 1.00 1.00 6.96 59.0 

第 1 分団車庫 43 平成 4 24 3.00 1.63 1.00 1.00 6.63 57.0 

第 2 分団車庫 76 平成 26 2 4.83 2.25 1.00 1.00 9.08 71.8 

第 3 分団車庫 67 平成 15 13 3.92 1.63 1.00 1.00 7.54 62.5 

第 4 分団車庫 55 平成 17 11 4.08 2.25 1.00 1.00 8.33 67.3 

【その他行政系施設】 

清掃事務所 518 昭和 50 41  1.58 1.00 1.00 0.00 3.58 38.7 

＜義務的施設の一次評価結果＞ 

＜その他の施設の一次評価結果＞ 



 

 

参考資料 

 

① ソフト偏差値を算出する上での評価点の配分 

ポートフォリオ分析におけるソフト偏差値の算出にあたっては、施設分類の特徴に応じて、財務と供

給偏差値を以下の通り配分しました。 

 

分類 性質及び得点配分 

市民利用型施設 
主に利用状況の良否が重要となる施設 

 財務偏差値×0.3＋供給偏差値×0.7＝ソフト偏差値 

利用者限定型施設 
利用状況に加え、施設ごとの個別評価が必要な施設 

財務偏差値×0.5＋供給偏差値×0.5＝ソフト偏差値 

 

② 学校、保育園の必要面積 

小学校、中学校及び保育園を対象としたポートフォリオ分析を行うにあたり、児童数、生徒数及び園

児数に応じた必要面積が異なることから、それらの値を考慮したソフト評価値の補正を行いました。 

 

＜小学校の必要面積＞ 

児童数 校舎の面積（㎡） 
児童 1人あたりの 

必要面積（㎡） 

1 人以上 40 人以下 500 岩倉市に該当なし 

41 人以上 480 人以下 500+5×（児童数-40） 南 5.6 東 6.8 五条川 5.8 

481 人以上 2700+3×（児童数-480） 北 4.6 曽野 5.0 

  ※小学校設置基準要綱より 

＜中学校の必要面積＞ 

生徒数 校舎の面積（㎡） 
生徒 1人あたりの 

必要面積（㎡） 

1 人以上 40 人以下 600 岩倉市に該当なし 

41 人以上 480 人以下 600+6×（児童数-40） 南部 6.9 

481 人以上 3240+4×（児童数-480） 岩倉 5.6 

  ※中学校設置基準要綱より 

＜保育園の必要面積＞ 

園児 1人あたりの 

保育室または遊戯室の面積（㎡） 

園児 1人あたりの 

必要面積（㎡）※仮定値 

1.98 4.2 

  ※児童福祉施設の設備及び運営に関する基準-第五章保育所より 

  ※園児 1人当たりの必要面積は、市内保育園の室構成を基に、保育室と遊戯室の室面積に対する園

舎面積（乳児室を除く）の割合を 2.1 倍と仮定（最小値となる中部保育園の値を使用） 

≪ソフト偏差値の算出方法≫ 



 

 

部位 番号 点検対象部位項目

a.屋根 19 屋根

b.外装 20 外壁

22 天井・内壁

23 床

51 冷温水配管、冷却水配管、油配管、ガス配管

52 給水配管、排水配管

59 空気調和機、エアコン、ファンコイル等

62 ポンプ

32 分電盤・制御盤

56 自家発電設備

57 受変電設備

f.屋外 8 敷地

c.内装

d.機械設備

e.電気設備

③ 劣化調査について 

2014 年度に実施された劣化調査では、調査結果に基づき、建築物の 6 つの部位（屋根、外装、内装、

機械設備、電気設備、屋外）に対し、Ａ～Ｄの健全度判定を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判
定 

劣化状況 

健全度判定の定量的評価の目安 
1)ひび割れ 

外内装、屋外

等 

2)浮き剥離 

外内装 、躯

体、設備等 

3)腐食（錆） 

外 内装 、躯

体、設備等 

4)破損・欠損 

躯体、基礎、屋

外等 

5)作動不良 

設備等 

A 

健全（ひび割れやへこみなどの

劣化が無い、または、殆ど無い

状態。） 

劣化部が 

全体の 0～

10％ 

程度 

0～10％ 

程度 

部分的に 

錆が発生 

(1％以下） 

- 

施設が問題なく

本来の機能を維

持している状態

（築 10 年を目

安） 

B 

軽微な劣化がある状態（軽微な

ひび割れやへこみはあるもの

の、現状では修繕の必要が無い

状態。） 

10～40％ 

程度 

10～30％ 

程度 

部分的に 

錆が発生 

(1％を超え

33％未満） 

0～20％ 

程度 

多少の不具合が

確認されるが、

施設は機能して

いる状態（築 20

年を目安） 

C 

重度の劣化がある状態（劣化が

進行し、部材の交換や部分的な

修繕が必要な状態。） 

40～70％ 

程度 

30～50％ 

程度 

部分的に 

錆が発生 

(33％を超え

50％未満) 

20～30％ 

程度 

明らかに不具合

な箇所があり、

施設の機能が部

分的に損なわれ

ている状態（築

30 年を目安） 

D 

最重要部材に重度の劣化がある

状態及び部材の機能が全く維持

していない状態（劣化が著しく

進行し、部材の交換・更新が必

要な状態。） 

70～100％ 

程度 

50～100％ 

程度 

全体的に 

錆が発生 

(50％以上) 

30～100％ 

程度 

施設本来の機能

を全く維持して

いない状態（築

40 年以上を目

安） 

 

≪建築物の 6 つの部位≫ 

＜建築物の劣化に関する健全度判定の基準＞ 

 

a 

b 

c d,e 

c 

f 


